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子 ど も 家 庭 部 

（仮称）文京区児童相談所の開設時期の見直しについて 

 

１ 開設時期の見直し 

児童相談所への配置が義務付けられる児童福祉司ＳＶ（※）について、法令で必要

とされる数の職員の確保が困難となるなど、令和４年度後半までに、開設に必要な

専門性を有する職員の確保が困難となったことから、開設の時期を令和４年度後半

から令和７年度（予定）に変更する。 

※ SV：スーパーバイザーの略。児童福祉司を指導及び育成を行う児童福祉司のこと。  

 

２ 開設時期の見直しに伴う今後の職員の確保について 

(1) 児童福祉司ＳＶの確保等について 

特別区人事委員会で実施している児童相談所等での経験を求める採用試験・選

考等により児童福祉司ＳＶを４名確保する。あわせて、開設年度に向け、下のグ

ラフのように子ども家庭支援センターの職員数を計画的に増員する。 

 

＜児童相談所開設までの職員数の推移（子ども家庭支援センター職員）【予定】＞ 

 

 (2) 職員の育成について 

令和２年度から６年度までの間に、毎年度、概ね 10 名前後の職員を都及び他県

市の児童相談所へ派遣し育成することにより、職員の専門性の向上を図る。 

   

３ 開設までの予定  

年度 元 ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

施設整備等 

   
 

 

 

 

 

 ●開設 

 

埋蔵文化財 
       

（＊）建築基準法等関係法令の手続き等  

 

◎  具体的な開設年月は、今後、職員採用試験・選考等の状況を踏まえて決定する。  
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